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『長 い ク リス マ ス ・デ ィナ ー 」 に つ い て
観客参加の視点から
加 藤 芳 慶
は じ め に
rわが町』(OurTown,1938),r危機 一髪』(TheSkinofOurTeeth,
1942),r結婚仲 介人』(TheMatchmaekr,1954)の三作 品を収めた本 の 「序
文 」1)◎ 作 者 ソ ー ン トン ・ ワ イ ル ダ ー(ThomtonWilder,1897-1975)は次
の よ う に 述 べ て い る 。
`Iloveyou
,'`Irejoice,'`Isuffer,'havebeensaidandfeltmany
billionsoftimes,andnevertwicethesame.Everypersonwhohas
everlivedhaslivedanunbrokensuccessionofuniqueoccasions.
Yetthemoreoneisawareofthisindividualityinexperience(innu-
merable!innumerable!)themoreonebecomesattentivetowhat
くわ
thesedisparatemomentshaveincommon,torepetitivepatterns.
(厂愛 してい る」 「嬉 しい」 「苦 しい」 とい う言 葉 は何億回 とな く言わ
れ,感 じられて きた,し か も決 して二 度 と同 じよ うにではな く。 かつ て生
さた どの人 も,そ れ ぞれ 独 自の 出 来 事 の 解 きがたいつなが りを生 きてき
た。 しか し,経 験におけ るこの個 別性(無 数 の,な ん と無数 の!)に 気づ
けば気づ くほど,こ うした異な る瞬間が共通 してもつ もの,す なわ ち繰 り
返 され る型 に注意がむけ られ る。)
上 の引用文は,ワ イル ダーの演劇観の 基 調 を な す ものとい って過言 では ない
が,少 しあ との個所で同 じ趣 旨の ことを よ り簡 明にこ う述べてい る。
Itisthroughthetheatre'spowertoraisetheexhibitedindividual
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actionintotherealmofideaandtypeanduniversalthatitisable
(3)
toevokeourbelief.
(舞台に示 された個別 の行動を,な るほ どと思わせる思想や類型や普遍
の領域に まで高め るのは演劇の力を通 してなのだ。)
しか し,ワ イル ダーが 厂劇場へ行 く楽 しみを失い始 めた」1920年代末頃の ア
メ リカ演劇界は個 別に固執 し,写 生的真実を追求す る傾 向にあった。 こ うした
演劇を,ワ イル ダーは 生 命 の な い 「ガラス張 りの陳列 箱」(showcase)と断
じ,こ うした演劇 か らは 「心 の参加」(heart'sparticipation)は期 待で きない
と言 う。
この小論 では,ワ イル ダーの一幕劇の代表作 『長 い ク リスマス ・デ ィナ ー』
くの
(TheLongChiristmasDinner,1931)をと りあげて,観 容参加の視点か ら
考そてみ よ うとす るものであ る。すなわち,観 客 の参加 を うながすために,作
品のなかに どの よ うな手立 てが仕掛け られているか を,台 詞や人物像に も言及
しなが らやや詳 しくみ,最 後に ワイル ダーが狙 っている劇 のあ り方 に簡単 に触
れたい と思 う。
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この一幕劇 は,ベ イアー ド家における90年にわた る クリスマス ・デ ィナーを
つなげて,あ たか もあ る一 日の ク リスマス ・デ ィナーであ るかの よ うに示す。
この ことは,rわ が町』で,若 くして亡 くなった エ ミリーが生 の世界 に一 時戻
って くる手法 と同様 にきわめて非 写実的である。が,ワ イル ダーの他 の作 品に
も言 〉　%.るこ とだが,こ の非写実性をいわ ば逆手 にとって現実の世界 に遍在す る
真実 に気づかせ る。そ のためには幾 つか の約束事 に観客が暗黙の うちに同意 し
なけれ ばな らない。いや,よ り正確 に言 うな ら,同 意す るよ うに仕 向け られ る
のだ。少 し長 いが 冒頭部の ト書 を引用 しよう。
Attheextremeleft,bytheprosceniumpillar,isastrangeportal
trimmedwithgarlands(ザノ勉 ∫'∫andflowers.Directlyopposite?S
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anotheredgedand'hungwithblackvelvet.Theportalsdenote
birthanddeath.
Ninetyyearsaretobetraversedinthisplaywhichrepresentsin
acceleratedmotionninety_Christmasdinnersinthe_Bayardhouse-
hold.Theactorsaredressedininconspicuousclothesandmust
indicatetheirgradualincreaseinyearsthroughtheiracting.Most
げthemcarrywigs()fwhitehairwhichtheyadjustupontheir
headsattheindicatedmoment,simplyand"痂o碗comment.The
ladiesmayhaveshawlsconcealedbeneaththetablethatthey
くカ
graduallydrawabouttheirshouldersastheygrowolder,
(舞台の一番左端,プ ロセニアムの柱 のぞぽ に果物 と花 の環 で飾 られ た
一風読わ った門があ る。 反対側の一番右 端には,黒 の ビロー ドで 縁 取 ら
れ,黒 の ビ ロー ドのかか っているも う一つ の門。二つの門は,そ れ ぞれ誕
生 と死を示 してい る。
この劇では90年が経過 してい くこ とになる。す なわち,ベ イアー ド家 の
90回の クリス マス ・デ ィナ ーが加速度 的に速 くなってい く動 きの うちに表
わ され る。演技者は地 味な衣 裳をつけ,次 第 に年 を取 ってい くことを演技
で表わ さなければな らない。大抵 の演技者 は白髪 のかつ らを もち,指 定 さ
れた時 に説 明な しにあ っさ りとそれをかぶる。婦人た ちは テーブルの下に
ショールをか くしもち,年 を取 るに したがってそれを肩に まと う。)
左端の誕生 の門か ら看護婦が乳母車を押 して登場す れば,そ れは ベイアー ド家
に赤ん坊 が生 まれた こ とを示 し,右 端の死の門に近 づげぽ病気,死 の門か らの
退場は死を表わす。 こ うして,三 世代にわた る家族 の姿が,世 代 の交替を交 え
なが ら示 され てい く。
舞台には,上 記 卜書に述 べ られ ている二 つ の 門,玄 関ホールにっつ く左手
(観客か らみて)奥 の戸 口,そ れに長 い食卓 と椅子があ るだけ。 食 卓 の 上 に
は,ク リスマスを示す大 きな七面鳥 がおかれ ているが,他 の食物や食器 類はな
い。 演技者 は想像上 のナイフや フォークを使 って想像上の食物を食べ る。幕 も
始めか ら上 がっていて,劇 場へ入 った観客 は,薄 暗 が りのなかにすでに準備 の
整 った舞台を見 る。 こ うした舞台は,能 舞台やギ リシアの野外劇場やエ リザベ
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ス朝時代の舞i台な どを考えればさ して驚 くにあた らないが,こ の一幕劇が上演
され た1930年代初め頃の,一 般 のアメ リカの観客に とっては,い ささか奇異に
くの
映 っただろうことは想像に難くない。恐 らく,「序文」が書かれた1957年にお
いてもなお一般の観客からは奇異な感 じをもたれたのだろ う。だか ら,ワイル
ダーは 「序文」のなかで 厂エ リザベス1世時代のイギ リスやスペインのi舞台に
は椅子す ら置かれていなかったのだ」とあえて付言している。余分なものを一
切省いた簡素な舞台は,か えって観客に想像を自由に働かせることを許すもの
だ。この点に関連して,ワ イルダーは1941年に発表 した論文 「劇作についての
くり
考察」("SomeThoughtsonPlaywriting")のなかでいみ じくも次の よ うな
意味 のことを述べてい る。 もし,ジ ュ リエ ッ トが 「いか にもジュ リエ ッ トらし
い」少女 として演 じられ,大 理石 の階段や じゅ うたん,調 度類 や松 明 の あ る
「本物 らしい」邸宅のなかで動 きまわ った ら,そ こで演 じられ る出来事はあ る
時代の,あ る場所の,あ る少女に起 った 出来事 とい う印象を どうして も受けて
しま う。 「裸舞台」(thebarenessofthestage)はジュ リエ ッ トの経験を個
別 の枠か ら解 き放 し,時 代 と場所を こえて恋す るあ らゆる少女の経験に重ね合
($)
わ せ る と。
2
ま
次に,台詞や間の うちに仕掛けられ,観 客に暗黙の同意を求める約束事につ
いて述べよう。最初の約束事に出合 う時,戯 曲を前もって読んでいる訳ではな
い大半の観客は戸惑いを感 じるだろ う。 同時に,約 束事 を受け入れること自
体,多 少 とも想像を働かせることが必要だ と感 じる。こうして,仕掛け られた
約束事を一つ一つ受け入れることによって,観客は想像を働かせることにいわ
ぽ次第に慣 らされてい くのだ。
劇の最初の場面をみてみよう。ロデリックとルーシアの若夫婦は新築の家で
かあ
最初 の クリス マスを迎 え,老 齢 のため車椅子にの っているベイアー ド母 さん と
共 に丁度晩餐 についた ところだ。食堂の窓か らは,キ ラキラ光 る冬の陽射 しが
差 しこんでい る。ル ーシアが言 う 厂どの小枝 も氷につつまれてい ますわ。 こん
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か あ
なの見た ことがないわね。義母 さん,肉 を切 って さしあげ ましょ うか。」 そ し
て,肩 ごしに小間使 いのガー トルー ドを呼ぶが,彼 女は観客 には見 えないこと
になってい る。ベ イアー ド家 の三世代が連続 して示 され る90年代の間には,数
kの 小間使いが雇い入れ られ,ま た辞めてい った ことだろ う。そ うした小間使
いを いちいち登場 させていたのでは煩瑣であ り,こ の劇 に写実的 な足伽をはめ
るこ とにな りかねない。小間使 いは,そ の後 マーガ レッ ト,ジ ョセフィー ヌな
どとかわ ってい くが,こ うした名前 は観客の想像に訴Z.る一種 の記号で,そ う
した記号か ら観客は忙 し く動 きまわ る うら若い小間使いの姿 を思 い浮べれ ば足
りるのだ。 さて,食 卓を囲んでの暫 しの会話のあ と,い とこのブ ラン ドンが奥
の戸 口か ら入 って くる。ク リスマス ・デ ィナーを共 にで きる喜びを 口に した後,
ブラン ドンが 「アラス カでは親戚 もな く長年暮 して きました。 〉〉%..%っと,こ の
新 しい家がで きてか ら何年にな りますか な」 とき く。 ロデ リックがす ぐには答
かあ>xられず頭のなかで教 えている と,傍 か らベイアー ド母 さんが 「5年。5年 で
す よ,お 前たち。 日記に きちん と書 いてお きなさい。 この家 で迎 える6度 目の
ク リスマス ・デ ィナ ーです よ。」 と言 う。 この時,観 客は ブラン ドンが 登場 し
たわずかの間に5年 の歳月が経過 したこ とを知 る。そ して,さ きほ どか らの暫
しの会話か ら 、残像"の よ うに心 に残 った話題 の断片 ミシシッピー川を筏
で渡 った思 い出話,美 しく晴れあがった朝,雪,教 会 での感動的な説教,ベ イ
かあ
アー ド母 さん の語 る彼女の母の結婚話 な ど は,ク リスマスの季節が巡 って
くる度に繰 り返 し語 られ てきた ものである ことに思いお よぶのだ。 ここでは言
葉は,個 人 的な もの とかかわ りのあ る部分 は出来 るかぎ り削ぎ落 とされ,い わ
ば言葉の 源 形 質"に まで還元 され る。残 るのはその言葉 を言 う微妙 なニ ュア
ンスの差だけであ る。 ロデ リック(い ま第一世代 としてお く)の 息子 チ ャール
ズ(第 二世代)は,レ オ ノーラと結婚 して,彼 女を家に連れて くる。 レオ ノー
ラが,挨 拶の後,最 初に 口にす るのは 厂今 日は本 当に素晴 らしい ク リスマスだ
わ。」,つ づけ て 「どの小枝 も氷 で丸 く覆われ て。 こんなの 見た ことあ りませ
んわ。」 と言 う。 レオ ノーラの言葉は,劇 の最初 の場面で言われたルー シアの
言葉 と基本的 には同 じであ り,ル ーシアの言葉 を時を隔 てて反響 させ るもの と
言>xる。丁度,こ の劇 に一定 の調子を添え,意 味合 いを強 める リフ レイ ンの よ
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うに。 とはいえ全 く同 じ言葉 と言 うのではない。 ち ょっとした言葉 の違 いが,
微 妙な意味合 いの違 いを伝 える。ル ーシアは 「どの小枝 も氷につつ まれ てい ま
す わ。」(EveryleasttwigiswrapPedaroundwithice.)〈訳文 の傍点 は筆
者〉 と言 い,レ オノー ラは 「ど の小 枝 も氷 で丸 く覆われて。」(Everyleast
twigisencircledwithice.)〈同 じく傍点 は筆者〉 と言 う。第一世代 のルーシ
アの言葉 「つつ まれて」には,新 築の家 で最初 の クリス マスを家族三人 で迎 え
る安堵感が こめ られてお り,第 二世 代の レオノーラの言葉 厂丸 く」 には世代交
替 の静か な進行が暗示 されている と言 え よ う。
さらに,二,三 の約束言をみておこ う。 い とこのブラン ドンを交>xての団 ら
んの最中に,ベ イアー ド讐さんの車椅子が食卓か ら離れる。それは莓さんが寄
る年波 に身体 も弱 り,病 気がちであるこ とを示す。事実,ル ーシアは夫 の ロデ
か あ
リックに 「義母 さん,こ の ところ身体 の具合が よくないの よ」 と言 う。車椅子
は右 に向き,ゆ っ くりと暗い門の方 へ進む。 ルーシアは心配そ うに義母 の後姿
を見なが ら 「す こ しお休みにな った ら」 と声をかけ る。 ベ イア ー ド莓 さんは,
自分が10歳の頃の思い出話を語 り始め,話が終 らない うちに暗い門(死 の門)
ま かあ
か ら退場してい く。それにつづ く「ほんのわずかの間」は,母 さんの死を悼み,
喪に服している家族の姿を表わしている。悲しみを代弁 し,同時に悲 しみを払
拭するようにして言 うブランドンの台詞 「まった く困ったもんだ。今 日はなん
て寒 くて暗いんだ。」は直接には外の大気が 急 に冷 えこんで きたことを示す
が,ま た前述の5年経過の後,さ らに1年 が過 ぎたある年のクリスマスのこと
か あ
で もある。 ルー シアが軽 く目をお さえ 厂ほんの1年 前,義 母 さんが車椅 子にの
ってす ぐそばに坐 っていたのが忘れ られ ませ んわ。」 と言 うのでも,そ れ はわ
か る。
ゆ
やがて,誕生の門から看護婦が青いリボンで飾られた乳母車を押して登場す
る。それは長男チャールズの誕生だ。乳母車に駆け寄って言 うルーシアの言葉
「まあすてきなホヤホヤの赤ちゃん。こんな赤ち ゃんを見た人いるかしら。」
は,時 が経 って同じく子供が生まれた際に言 うレオノーラのそれ 「なん という
天使でしょう。 世界中で一番かわいい赤ちゃんだわ。」 とは違 うが,こ の違い
は言葉にこめ られた同 じ喜びの気持を逆に浮き出しにす る。
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3ほんのわずかの商,そ して一連の会話の間にも時はどんどん過ぎていく。 し
かも,冒頭部の ト書にも書かれているように,時 の経過は劇の進行 につ れ て
「加速度的に速 く」なってい く。この劇の前半部の,悲 しみに満ちた場面に触
れながら,時間の表現について若干触れておこ う。
第二世代のチャールズとレオノーラの夫婦に最初の子が生まれるが,不 幸に
して生 まれて間 もなく死んでしまう。悲しみが食卓を覆 う。今や老母 となった
ルーシアがレオノーラの肩に手をまわし,二人は何や ら呟きながら食堂のなか
を ぐるりとまわる。ついで夫のチャールズが レオノーラと共 に 同 じ く一巡す
る。この円を描 く動作は,ど こにももっていきようのない悲 しみの表現である
が,同 時に悲 しみを呑みこんで巡る時の流れを効果的に示 している。悲 しみか
ら立ち直ったチャールズとレオノーラが食卓に戻 る。が,それもつかの間,チ
ャールズの叔父 ブラソ ドンが,つ いで母のルーシアが死の門をくぐって退場す
る。90年にわたる 「長いクリスマス ・ディナー」のなかで最も悲 しみに満ちた
場面である。しかし,速い時の流れのなかで,そ の場面もすみやかに転回して
いく。娘のジェナビープが母の死を見送って茫然 としている,と同時にチャー
ルズとレオノーラに男と女の双子の赤ちゃんが生まれる。ジェナビーブの落胆
と双子の誕生をめ ぐる喜びが同時に示 されるのだ。男の子は,亡 くなった母が
常k聖書か ら名前を とりたいと思っていた通 りサ ミュエルと名づけられ,女 の
子は亡くなった母の名前 と同じくルーシアと呼ぼれる。第一世代の希望が第三
世代に引き継がれ,ま た名前の上で第一世代が第三世代に重なる。この時,時
間は過ぎ去ってい くのではなく,円環のごとく巡ると言}xよう。このことが,
戯曲には幾つもの死が示 されながら,暗さを感 じさせない原因になっている。
幾つもの死や悲しみは,幾 つもの誕生や喜びに接続され,そ してそれ らは季節
のように巡 り来たるのだ。木の葉の散るように,死 は人の心にもの悲 しい感情
を与えるが,人 はまた木の葉が大地に帰 り,大地から養分をとって,春 になれ
ば新 しい芽(生)が 木を彩ることを知っている。その時kの悲しみは新たであ
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ると同時に,以 前から知っている通 りのものでもある。言葉か ら個人的な色彩
が削ぎ落とされたように・感情 も個人の枠をこえて,何か大きな感情 比喩
的に言えば大地の感情 といったもの につつみこまれていく。
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言葉から個人的な色彩が削ぎ落され,感 情 が個 人 の枠をこえてより大 きな
抽象的であると同時に普遍的な一J¥情 を帯びる時,登 場人物は類型的な
人物に向かっていく。 ワイルダーの言葉に従えば,人 物は 「類型」(type)の
「領域にまで高め」 られるのだ。第一世代のルーシアの名前が第三世代に受け
継がれたことはすでに述べた。名前の一致は他にもある。第一世代のロデ リッ
クの息子チャールズは,母 方の父や祖父(先代や先k代)に あやかって名づけ
られたのだ し,またチャールズの次男(第三世代)に は第一世代のロデ リック
の名前がつけ られる。隔世代における名前の一致は,円環的な時の経過を暗に
示す とともに,ま た登場人物の類型性をも表わす。 とはいえ,各世代をつぶさ
にみれぽ,そ こに相違のあることも事実だ。第一世代のロデリックは,い とこ
のブラン ドンと共同で工場経営を始める。息子のチャールズは父の仕事を受け
継ぎ,父の死後は一廉の実業家になる。前者には創業者の一徹さが,後 者には
少し気取 った名士振 りが うかがわれる。また,チ ャールズは次男 ロデ リックの
生活態度をいさめ,そ のことで二人の間に諍いが生 じる。退屈な町の生活にあ
きたらなかった次男は,そ のために家を出てしまう。しかし,そ うした違いが
あ りなが ら,息子はやがて父親のごとくになり,娘は母親のごとくになってい
く基本的な様相は少しも変わらない。だか ら,世代の交替は食卓の席を変える
だけで表わされる。しかも,卜書に述べ られているように,時 の経過は 「加速
度的に速 く」なってい くため,違 いにゆっくり目をとめている余裕はない。そ
のことも手伝って,上 記の基本的な様相だけが くっきりと浮び上って くる。前
項と同 じ比喩を用いれば,散 る木の葉は,微 細に見れば色づき,形状など年に
よって違 うが,散 る木の葉 という基本的なイメージはそれ らの違いに少 しも左
右されないのと同じように。
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この類型性はベイアード家の人kに だけあてはまるのではない。ベイアー ド
家それ自体が類型としての一家なのだ。長男サ ミュテルの戦死を嘆 くベイアー
ド家の姿は,息 子を戦争で亡 くした多数の家族の姿でもある。この劇には,ベ
イアー ド家の所在地が示 されていない。劇の後半で,第三世代のロデ リックの
口を通して 「この町」 と言われるだけだ。いってみれば,「 この町」は世界の
いたるところにある町であっていい。類型の利点は,そ れが成功 した時,類 型
の背後に類似した無数の状況や姿を感 じとらせることにある。 成功 した 時 と
は,この戯曲の場合,観 客の想像に十分訴えた時と言っていいだろう。
しかし,作者ワイルダーはその次元に満足せず,も う少し先の方に狙いを定
めている。前段で類型としての登場人物のことを述べた。登場人物がそ うであ
る時,登場人物は観客の 「あの人」や 「この人」に重な り,その逆 もまた言え
る。この時,舞 台と観客席とを隔てるあの目に見えない 「第四の壁」は限 りな
く取 り払われ,舞 台と観客は一体 となる。想像を働かせるとい うある種の張 り
つめた心的姿勢を介しての一体感,言 葉をか>xて言えぽ劇への観客参加 こそワ
イルダーの意図するところだ。彼の意図が実現に向か う時,劇 は 厂ガラス張 り
の陳列箱」であることをやめ,彼 の言 う 「演劇のより深い可能性」の回復へ向
か うのだ。
お わ り に
観客の想像を働かせる布石 簡素な舞台,仕 掛けとしての数kの 約束事,
源 形質"に まで還元 された言葉,個 人の枠をこえた感情,類型 としての人物
は,す でにみた通 り,この戯曲には十分打たれている。 ここから,舞台と
観客との一体感 まではほんの一歩である。しかし,その一歩は演劇の可能性を
実現へ向かわせる決定的な一歩であり,その一歩を踏み出すのは劇を創 る側ば
か りではな く,また観る側にも求められていると言えるだろ う。
チャールズの長男サ ミュエルの戦死の後,劇 は最後の場面に向かって次のよ
うな出来事を矢継ぎ早に示す。次男ロデ リックの出奔,彼 の後を追 うようにし
て家を出る長女ルーシア,母 レオノーラの嘆 き,挫折 と孤独に堪えかねて外国
.:
『長いクリスマス ・ディナー』について
へ旅立つ ジェナ ビーブ,チ ャールズの死,遠 くに住む息子や娘 の ところで余生
を送 るべ く家を去 る レオ ノーラ。 こ う して,劇 の終 りでは,か な り以前か ら
ベイアー ド家に同居 していた遠縁 にあた るアーマ ンガー ドと,名 前が呼ばれ る
だ けで観客には見%..ない小 間使 いの メア リだけが残 され る。が,ア ーマ ンガー
ドも数年の経過 を思わせ る一・時の読書の後,杖 をついて死の門の方 に よろめい
てい く。か くして,90年にわた る 「長い ク リスマス ・デ ィナー」 は,夜 も更 け
静 ま りかえ ったなか で終わ る。 しか し,そ こには夜 の静寂は感 じられ て も,暗
さはない。劇 は第一世代が新 しい家で最初の ク リスマスを迎 えるところで始 ま
り,第 三世代が 同 じく新築の家で初めての ク リスマスを祝 うとい うレオノーラ
の便 りで終わ る。第三世代が第一世代に重 な り,時 は環 をな して巡 る。死 の後
には誕生が,夜 の後には朝が来 るこ とを,こ の劇は観客に静 かに想起 させ,そ
の想 いを優 し く共にす る。
〈付記〉
筆者は,1984年12月発行の 『鷹陵』(佛教大学通信教育部)誌 上で,厂劇を通して人
生を観る」と題 してこの戯曲を論じた。その拙論は,技法や類型に触れながら,この戯
ドラマ
曲を 厂人 間 の長 大 な劇 の縮 図」 とみ た。 今 回 の小論 は,観 客参 加 に視 点 を 移 し,同 戯 曲
を 再 考 した も の で あ る。戯 曲を 読 み返 し てみ て,こ の戯 曲 に対 す る筆 者 の基 本 的 な 見方
や 感 じ方 は4年 前 とあ ま り変 わ らな い。 従 って,今 回 の小論 が 前 の拙論 と内容 の上 で多
少 重 復 の あ る ことを こ とわ っ てお く。
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